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一
、
は
じ
め
に

　「
韓
朋
賦
」
は
、
敦
煌
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
お
よ
そ
二
千
字
余
り
か
ら
な
る
一
篇
の
物
語
作
品
で
あ
る

（
1
）

。「
賦
」
と
題
し
て
い
る
の
は
、

そ
れ
が
語
り
聴
か
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
、
あ
る
特
定
の
形
式
と
内
容
と
を
伴
っ
た
文
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
国
側
の
研
究

で
は
、
こ
の
「
韓
朋
賦
」
を
含
め
「
燕
子
賦
」
や
「
晏
子
賦
」
を
含
め
た
「
賦
」
と
称
す
る
作
品
群
を
、
そ
の
通
俗
的
な
内
容
面
か
ら
特

徴
づ
け
て
、「
俗
賦
」
と
呼
ん
で
い
る

（
2
）

。「
韓
朋
賦
」
は
、
互
い
へ
の
愛
に
殉
じ
て
死
ん
だ
一
組
の
夫
婦
と
、
そ
の
周
辺
に
起
こ
っ
た
不
可

思
議
な
出
来
事
と
を
描
い
た
物
語
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
通
俗
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
ど
の
図
書
目
録
の

記
録
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
、
こ
の
「
韓
朋
賦
」
が
、
わ
が
国
の
『
仮
名
本
曽
我
物
語
』（
以
下
、〈
仮
名
本
〉
と
略
記
）
に
登
場
す
る
、
一
人
の
遊
女
の
語
り

の
中
に
再
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
3
）

。
そ
も
そ
も
『
曽
我
物
語
』
と
は
、
国
内
を
遊
行
す
る
瞽
女
た
ち
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
た
口
承
の
テ
ク
ス
ト
に
由
来
す
る
と
い
う
。「
韓
朋
賦
」
も
ま
た
、
遠
い
昔
か
ら
語
り
継
が
れ
て
き
た
韓
朋
夫
婦
の
伝
説
に

由
来
す
る
物
語
で
あ
る
。
こ
の
重
層
を
な
す
語
り
の
中
に
、「
韓
朋
賦
」
は
位
置
し
て
い
る
。

　
中
国
本
土
で
滅
ん
だ
「
韓
朋
賦
」
は
、
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
か
。〈
仮
名
本
〉
も
ま
た
、
民
間
に
伝
わ
る

曽
我
兄
弟
の
伝
承
を
軸
と
し
た
通
俗
的
な
読
み
物
で
あ
り
、
漢
籍
な
ど
を
由
来
と
す
る
多
く
の
説
話
が
雑
多
に
挿
入
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
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て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
か
ら
し
て
も
、〈
仮
名
本
〉
に
お
け
る
漢
文
資
料
の
引
用
の
起
源
を
探
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
と

言
え
る
。
し
か
し
「
韓
朋
賦
」
の
物
語
が
、
言
語
の
相
違
を
超
え
て
、
ま
た
時
空
を
超
え
て
一
人
の
女
性
の
語
り
の
中
に
立
ち
現
れ
た
こ

と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
の
事
実
に
即
し
て
の
み
考
え
る
な
ら
ば
、
異
な
る
地
点
に
お
い
て
同
じ
物
語
が
共
有
さ
れ
る

に
は
何
ら
か
の
理
由
・
条
件
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
ま
た
、「
韓
朋
賦
」
の
理
解
と
と
も
に
、
物
語
論

や
説
話
論
と
い
う
方
法
か
ら
中
国
の
資
料
を
検
討
し
直
す
と
い
う
意
義
も
生
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
本
稿
が
問
題
と
す
る
「
語
り
」
の
定
義
を
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、「
韓
朋
賦
」
や
『
曽
我
物
語
』
の
伝
承
に
は
、
そ
れ
を

語
る
職
能
者
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
語
り
手
で
あ
る
彼
ら
の
語
り
（
口
演
・
口
承
）
に
先
立
つ
の
は
、「
言
い
伝
え
」「
昔
話
」

も
含
め
た
、
不
特
定
の
人
々
に
よ
る
無
数
の
「
語
り
」
の
存
在
で
あ
り
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
特
定
の
場
面
・
状
況

を
離
れ
た
、「
語
り
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
哲
学
者
・
坂
部
恵

（
4
）

に
よ
れ
ば
、「
語
り
」
と
は
、
そ
れ
を
伝
え
る
共
同
体
の
古
い
「
記
憶
」
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。「
韓

朋
賦
」
で
あ
れ
ば
、
人
々
の
間
に
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
韓
朋
夫
婦
の
伝
説
や
、
そ
こ
に
表
象
さ
れ
る
様
々
な
事
柄
が
、
こ
の
「
記
憶
」

に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。「
記
憶
」
と
は
ま
た
、
そ
れ
を
共
有
す
る
共
同
体
の
、
共
通
の
古
層
の
意
識
と
言
い
換
え
て
も
よ
く
、
ま
た
古
層

の
意
識
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
果
て
し
な
い
奥
行
き
を
持
つ
。「
語
り
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
古
層
の
意
識
に
か
か
わ
る
「
記
憶
」
を
、
そ

の
つ
ど
言
葉
に
よ
っ
て
形
象
し
、
そ
こ
に
新
た
な
価
値
と
意
味
と
を
付
与
し
て
伝
承
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　「
語
り
」
と
「
記
憶
」
と
の
不
断
の
往
来
こ
そ
が
、「
語
り
」
の
世
界
を
重
層
化
し
て
ゆ
く
と
考
え
る
な
ら
ば
、
残
さ
れ
て
い
る
伝
承
を

頼
り
に
「
語
り
」
の
痕
跡
を
見
、
そ
の
深
層
に
あ
る
共
同
体
の
意
識
に
ま
で
思
考
の
対
象
を
広
げ
る
こ
と
も
ま
た
、
物
語
研
究
の
あ
り
方

に
一
つ
の
意
義
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
今
回
は
、
現
存
す
る
韓
朋
説
話
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
、「
語
り
」（
口
承
テ
ク
ス
ト
ま
た
は
そ
れ
に
基

づ
く
文
献
テ
ク
ス
ト
）
の
系
統
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
「
語
り
」
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
条
件
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
さ
ら
に

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
物
語
を
伝
え
、
享
受
す
る
人
々
の
古
層
の
意
識
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
そ
れ
は
「
物
語
論
」
と
い
う
方
法
か
ら
、

中
国
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
昔
話
を
新
た
に
捉
え
な
お
す
と
い
う
試
み
で
も
あ
る
。
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二
、
韓
朋
説
話
の
拡
が
り

　「
韓
朋
賦
」
の
下
地
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
点
で
既
に
遥
か
昔
の
伝
説
で
あ
っ
た
韓
朋
夫
婦
の
伝
説

（
5
）（

以
下
、
韓
朋
説
話
と
略
記
）

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
承
さ
れ
る
韓
朋
説
話
の
、
そ
の
時
間
的
な
奥
行
き
と
、
空
間
的
な
拡
が
り
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　
韓
朋
説
話
の
淵
源
は
古
い
。
戦
国
・
宋
の
国
を
舞
台
と
す
る
こ
の
説
話
に
つ
い
て
、
魏
の
曹
丕
の
撰
と
さ
れ
る
『
列
異
伝
』
に
既
に
そ

の
簡
略
な
記
述
が
見
え
る
が
、
そ
れ
を
更
に
遡
る
古
い
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。
敦
煌
の
西
北
・
馬
圏
湾
の
遺
趾
か
ら
出
土
し
た
前
漢
時
代

の
木
簡
資
料
で
あ
る

（
6
）

。
ま
た
、
浙
江
省
杭
州
市
か
ら
出
土
し
た
画
像
鏡
に
加
え
、
山
東
省
嘉
祥
県
か
ら
出
土
し
た
画
像
石
（
い
ず
れ
も
後

漢
時
代
）
に
描
か
れ
て
い
る
の
も
こ
の
説
話
で
あ
る
と
い
う
新
た
な
報
告
が
あ
る

（
7
）

。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
東
晋
の
干
宝
が
著
し
た
『
捜
神

記
』
に
見
え
る
「
韓
憑
」
夫
婦
（
『
捜
神
記
』
で
は
「
朋
」
を
「
憑
」
に
作
る
）
の
「
相
思
樹
」
伝
説
よ
り
も
更
に
三
○
○
年
前
後
も
遡

る
も
の
で
、
唐
代
の
「
韓
朋
賦
」
の
書
写
に
至
る
ま
で
に
相
当
の
歳
月
が
流
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
韓
朋
説
話
の
伝
播
も
広
範
囲
に
わ
た
る
。『
捜
神
記
』
で
は
、
こ
れ
を
戦
国
時
代
の
宋
の
都
で
あ
っ
た
睢
陽
（
宋
国
の
首
都
。
河
南
省

商
丘
市
の
南
）
の
「
韓
憑
城
」
に
伝
わ
る
怪
異
譚
と
し
て
い
た
。
北
魏
の
酈
道
元
撰
『
水
経
注
』
に
も
河
南
の
「
淮
水
」
に
韓
朋
伝
説
に

関
連
し
た
古
跡
・
青
陵
台
が
あ
る
と
記
す
。
明
代
以
降
に
編
ま
れ
た
『
風
雅
逸
篇
』（
楊
慎
撰
）
な
ど
の
歌
謡
集
や
『
大
明
一
統
志
』（
李

賢
等
撰
）
な
ど
の
地
理
志
で
も
、「
封
丘
県
」（
河
南
省
封
丘
県
）
に
伝
わ
る
故
事
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
韓
朋
夫
婦
の
故
事
は
、
河
南
省

東
部
が
そ
の
発
祥
の
地
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
唐
代
末
期
に
奇
聞
異
事
を
集
め
た
『
嶺
表
録
異
』（
劉
恂
撰
）
に
は
、「
韓
朋
鳥
」
の

記
事
が
あ
り
、
海
南
省
・
江
西
省
の
辺
り
に
ま
で
こ
の
故
事
が
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
漢
代
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
新
資
料
に
よ
っ
て
、
こ
の
説
話
が
、
従
来
予
想
さ
れ
て
い
た
時
期
よ

り
も
早
い
段
階
で
、
か
つ
広
域
の
範
囲
に
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
時
代
が
下
る
と
と
も
に
、
言
語
の
相
違

を
も
超
え
て
、
さ
ら
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
説
話
の
拡
が
り
は
、
単
に
物
理
的
な
時
間
や
空
間
の
拡
が
り
だ
け
で
は
な
く
、
他
系
統
の
説
話
と
の
交
差
や
干
渉
を
含
め
た
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
が
り
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
相
愛
の
仲
を
引
き
裂
か
れ
て
死
ん
だ
夫
婦
が
、
一
体
化
し
た
樹
木
と
化
す
と
い
う
こ
の

説
話
の
重
要
な
部
分
は
、
漢
代
の
古
楽
府
「
孔
雀
東
南
飛
」
に
あ
る
焦
仲
卿
夫
婦
の
物
語
に
既
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
韓
朋
賦
」

で
韓
朋
の
妻
が
夫
に
贈
っ
た
手
紙
の
言
葉
は
、『
捜
神
記
』
の
別
の
説
話
に
も
見
え
る

（
8
）

。
夫
が
長
城
建
設
の
苦
役
で
死
に
、
そ
の
妻
が
慟

哭
し
て
長
城
を
崩
し
た
と
い
う
所
謂
「
孟
姜
女
」
伝
説
に
も
、「
韓
朋
賦
」
と
共
通
す
る
要
素
が
あ
る
。

　
韓
朋
説
話
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
澤
田
瑞
穂
『
中
国
の
傳
承
と
説
話
』（
研
文
出
版 

一
九
八
八
年
）
に
詳
し
く
、
死
ん
だ

夫
婦
・
男
女
が
胡
蝶
や
虹
に
化
生
す
る
例
な
ど
、
周
辺
の
少
数
民
族
に
伝
わ
る
民
話
も
含
め
て
幅
広
い
紹
介
と
考
証
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
説
話
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
韓
朋
説
話
も
ま
た
、
そ
れ
自
体
に
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
他
の

説
話
と
交
差
・
干
渉
し
て
、
さ
ら
に
様
々
な
形
へ
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
韓
朋
賦
」
の
語
り
は
、
そ
の
よ
う
な
韓
朋
説
話
の
伝

承
を
踏
ま
え
つ
つ
、
時
に
「
通
俗
作
家
」
の
手
に
よ
っ
て
「
再
編
改
作
さ
れ
」（
澤
田
前
掲
書
五
五
頁
）
な
が
ら
、
絶
え
ざ
る
変
容
・
変

遷
を
重
ね
て
拡
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
語
り
の
表
現
形
態
が
、
話
本
・
演
劇
・
小
説
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
の
も
、
そ
の
拡
が

り
方
の
一
つ
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
韓
朋
説
話
の
系
統
―
文
献
資
料
に
つ
い
て

　
次
に
、
文
献
資
料
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
韓
朋
説
話
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
と
、
そ
の
内
容
的
特
徴
か
ら
、
少
な
く
と
も
三
種
の
系
統

に
分
類
で
き
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
種
の
系
統
が
そ
の
特
徴
を
備
え
た
ま
ま
、
日
本
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

を
、
以
下
の
系
統
図
か
ら
説
明
し
、「
韓
朋
賦
」
の
奥
行
き
と
拡
が
り
に
つ
い
て
更
な
る
検
討
を
加
え
た
い
。

Ａ
『
捜
神
記
』
系

（
晋
）
干
宝
『
捜
神
記
』（
『
法
苑
珠
林
』
な
ど
各
類
書
に
お
け
る
伝
写
と
、
そ
れ
ら
の
日
本
へ
の
伝
来
も
含
む
）
―
（
鎌
倉
前
期
）

聖
覚
『
言
泉
集
』
―
（
江
戸
前
期
）
林
道
春
『
怪
談
物
語
』
―
浅
井
了
意
『
新
語
園
』
―
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
―
木
下

き
ん

定さ
だ

『
桑
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蒙
求
』

Ｂ
「
韓
朋
賦
」
系

敦
煌
漢
簡
―
「
韓
朋
賦
」
―
（
唐
）
Ｓ
．五
四
七
一
『
注
千
字
文
』
―
（
唐
）
段
公
路
『
北
戸
録
』
に
引
く
崔
亀
図
注
『
無
名
詩
集
』

―
（
室
町
）
仮
名
本
『
曽
我
物
語
』
―
（
室
町
）
作
者
不
詳
『
女
訓
抄
』
―
（
江
戸
前
期
）
作
者
不
詳
『
三
国
物
語
』

Ｃ
「
烏
鵲
歌
」
系

（
唐
）
Ｓ
．五
四
七
一
『
注
千
字
文
』「
女
慕
貞
潔
」
注
―
（
唐
）
于
立
政
『
類
林
』「
貞
潔
」
―
（
宋
）
楊
斉
賢
注
　『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』

「
白
頭
吟
」
注
―
（
室
町
）
玄
棟
沙
弥
『
三
国
伝
記
』
―
（
室
町
）
作
者
不
詳
『
搨

と
う
で
ん
ぎ
よ
う
ひ
つ

鴫
暁
筆
』

　
Ａ
の
『
捜
神
記
』
系
と
は
、
晋
の
干
宝
の
撰
と
さ
れ
る
『
捜
神
記
』
の
現
行
二
十
巻
本
の
テ
ク
ス
ト
と
、『
法
苑
珠
林
』
な
ど
各
類
書

に
引
か
れ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。『
捜
神
記
』
は
「
韓
朋
賦
」
の
十
分
の
一
ほ
ど
の
簡
略
な
文
で
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
プ
ロ
ッ

ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
宋
康
王
の
舎
人
「
韓
憑
」
が
美
し
い
妻
「
何
氏
」
を
娶
っ
た
が
、
宋
王
が
そ
れ
を
横
取
り
し
た
。
憑
は
こ
れ
を
憎
ん
だ
。

②
宋
王
は
韓
憑
を
辺
境
へ
や
っ
て
台
を
築
か
せ
た
。
何
氏
は
夫
へ
の
想
い
と
、
自
害
の
意
志
と
が
あ
る
こ
と
を
、
暗
号
に
託
し
て
韓
憑

に
示
す
。
妻
の
気
持
ち
を
知
っ
た
韓
憑
は
自
害
し
、
妻
も
衣
服
を
腐
ら
せ
る
細
工
を
し
て
台
か
ら
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
。

③
王
は
二
人
を
別
々
の
場
所
に
埋
葬
さ
せ
る
が
、
そ
の
墓
か
ら
伸
び
た
樹
木
が
互
い
に
向
か
っ
て
枝
を
伸
ば
し
て
つ
な
が
っ
た
。     

そ
の
樹
木
に
は
や
が
て
つ
が
い
の
鴛
鴦
が
住
み
着
き
、
悲
し
げ
に
鳴
い
た
。

④
宋
の
国
の
人
々
は
、
そ
の
木
に
「
相
思
樹
」
と
名
付
け
た
。
人
々
は
韓
憑
夫
婦
の
精
魂
が
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
出

来
事
を
歌
っ
た
歌
が
、
今
も
睢
陽
の
地
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
日
本
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
『
捜
神
記
』
の
書
名
が
記
さ
れ
、
鎌
倉
前
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
唱
道

資
料
『
言
泉
集
』
に
は
、「
相
思
樹
」
全
文
の
引
用
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
韓
朋
伝
説
自
体
は
も
っ
と
古
く
か
ら
伝
来
し
て
い
た
と
み
え
、『
古

事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
は
既
に
こ
の
伝
説
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る

（
9
）

。
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Ｂ
系
統
に
あ
る
「
敦
煌
漢
簡
」
は
、
上
述
の
ご
と
く
、
現
存
す
る
韓
朋
説
話
の
最
も
古
い
資
料
で
あ
る
。
裘
賜
圭
の
報
告
（
注
６
参
照
）

に
よ
る
と
、
残
簡
に
は
「
□
書
、
自
召
榦
傰
問
之
。
榦
傰
対
曰
、
臣
取
婦
二
日
三
夜
、
去
之
來
游
、
三
年
不
□
、
婦
□
（
以
下
欠
）
」
と

記
す
と
い
う
。
韓
朋
が
宋
国
に
遊
仕
し
た
ま
ま
帰
ら
な
い
と
い
う
記
述
は
『
捜
神
記
』
に
は
な
く
「
韓
朋
賦
」
に
あ
る
。
ま
た
、
同
系
統

に
引
く
『
無
名
詩
集
』
も
ま
た
、「
韓
朋
賦
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
さ
れ
た
新
資
料
で
あ
る

）
10
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、

わ
が
国
の
『
仮
名
本
曽
我
物
語
』、『
女
訓
抄
』、『
三
国
物
語
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｃ
は
、
干
宝
の
『
捜
神
記
』
に
は
見
え
ず
、「
韓
朋
賦
」
の
み
に
見
え
る
貞
夫
（
韓
朋
の
妻
）
の
言
葉
（
歌
）
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
系

統
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
仮
に
「
烏
鵲
歌
」
系
と
名
付
け
て
Ａ
・
Ｂ
と
別
系
統
と
し
た
。

　
以
下
、
こ
の
Ｃ
系
統
を
借
り
て
、「
韓
朋
賦
」
の
物
語
の
概
要
を
追
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
系
統
で
最
初
に
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
敦
煌
文
書
Ｓ
．五
四
七
一
『
注
千
字
文
』
の
「
女
慕
貞
潔
」
の
注
釈
部
分
で
あ
る
。

喩
貞
夫
之
事
韓
朋
、
宋
王
聞
其
（
美
）、
聘
以
為
妃
捨
賎
、
曰
、「
卿
本
庶
人
妻
、
今
為
一
国
母
、
衣
即
綾
羅
、
食
即
咨
（
恣
）
口
、

何
有
不
楽
、
而
不
歓
喜
」  

貞
夫
曰
、「
妾
本
辞
家
別
親
、
出
適
韓
朋
。
生
死
有
定
、
貴
賎
有
殊
、
双
狐
有
黨
、
不
楽
神
龍
、
魚
鼈
水
居
、

不
楽
高
堂
、
鴻
雀
有
群
、
不
楽
鳳
凰
、
庶
人
之
妻
、
不
楽
大
王
。
韓
朋
須
雖
賎
、
結
髪
夫
婦
、
宋
王
雖
喜
、
非
妾
独
有
。」
又
辞
曰
、

「
蓋
聞
、
一
馬
不
被
二
鞍
、
一
車
不
串
四
輪
、
妾
既
一
身
、
不
事
君
。」
乃
投
朋
壙
而
死
、
此
貞
潔
之
志
全
也
、
斯
之
者
、
世
代
之
所

希
奇
、
当
今
之
時
、
未
見
也
。

　
冒
頭
に
「
喩
貞
夫
之
事
韓
朋
」
と
あ
る
の
は
、「
貞
潔
」
と
い
え
ば
韓
朋
の
妻
「
貞
夫
」
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

ま
た
「
貞
夫
」
と
い
う
、
貞
潔
な
女
性
像
を
平
易
に
表
し
た
呼
称
は
、
そ
の
物
語
が
広
く
民
間
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

一
方
で
「
何
氏
」
に
作
る
『
捜
神
記
』
の
記
述
は
、
よ
り
「
記
録
」
と
し
て
の
性
格
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
そ
し
て
こ
の
注
釈
文
は
、「
韓
朋
賦
」
の
以
下
の
二
か
所
（
傍
線
部
分
）
に
似
る
。

貞
夫
入
宮
、
憔
悴
不
楽
、
病
臥
不
起
。〔
宋
〕
王
曰
、「
卿
是
庶
人
之
妻
、
今
為
一
国
之
母
。
有
何
不
楽
。
衣
即
綾
羅
、
食
即
咨
口
。

黄
門
侍
郎
、
恒
在
左
右
。
有
何
不
楽
、
亦
不
歓
喜
。」
貞
夫
答
曰
、「
辞
家
別
親
、
出
事
韓
朋
、
生
死
有
処
、
貴
賎
有
殊
。
蘆
葦
有
地
、
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敦
煌
本
「
韓
朋
賦
」
と
「
語
り
」
の
時
空

荊
棘
有
藂
、
豺
狼
有
伴
、
雉
兔
有
双
。
魚
鱉
有
水
、
不
楽
高
堂
。
燕
雀
群
飛
、
不
楽
鳳
凰
。
妾
是
庶
人
之
妻
、
不
楽
宋
王
之
婦
。」

　
韓
朋
の
妻
「
貞
夫
」
は
、
宋
国
へ
遊
仕
し
た
ま
ま
帰
ら
ぬ
夫
を
想
い
、
手
紙
を
書
く
。
そ
れ
を
好
色
の
宋
王
が
読
み
、
貞
夫
に
興
味
を

持
つ
。
王
は
臣
下
に
命
じ
て
貞
夫
を
掠
め
取
ら
せ
、
後
宮
へ
入
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
部
分
は
、
意
に
添
わ
ぬ
ま
ま
王
の
后
に
立
て
ら
れ
、

憔
悴
し
た
貞
夫
が
、
王
妃
の
身
分
よ
り
庶
人
の
妻
で
あ
り
た
い
と
王
に
告
げ
た
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
、
富
貴
へ
の
誘
い
に
も
決
し

て
靡
く
こ
と
の
な
い
、
婦
人
の
貞
潔
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
『
注
千
字
文
』
に
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。『
注
千
字
文
』
で
は
こ
れ
に

続
け
て
、
貞
夫
が
「
一
馬
不
被
二
鞍
、
一
車
不
串
四
輪
、
妾
既
一
身
、
不
事
君
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
韓
朋
の
墓
穴
に
身
を
投
げ
、
そ

の
「
貞
潔
の
志
」
を
全
う
し
た
と
記
す
。
こ
の
部
分
を
「
韓
朋
賦
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

貞
夫
下
車
、
繞
墓
三
匝
、

啼
悲
哭
、
声
入
雲
中
、
臨
壙
喚
君
、
君
亦
不
聞
。
回
頭
辞
百
官
、「
天
能
報
此
恩
。
蓋
聞
一
馬
不
被
二
鞍
、

一
女
不
事
二
夫
。」
言
語
未
訖
、
遂
即
至
室
、
苦
酒
侵
衣
、
遂
脆
如
葱
、
左
攬
右
攬
、
隨
手
而
無
。

　
宋
王
は
貞
夫
の
心
を
自
分
に
向
け
る
た
め
、
若
く
美
し
い
韓
朋
の
体
を
損
な
い
、「
青
陵
台
」
の
役
夫
と
す
る
。
貞
夫
は
青
陵
台
で
韓

朋
と
対
面
す
る
が
、
韓
朋
は
自
ら
の
身
分
を
恥
じ
、
貞
夫
の
心
変
わ
り
を
疑
う
。
貞
夫
は
夫
を
想
う
気
持
ち
を
血
書
に
託
し
て
韓
朋
に
射

か
け
、
そ
れ
を
読
ん
だ
韓
朋
は
自
害
す
る
。
貞
夫
は
宋
王
に
懇
願
し
て
、
韓
朋
を
葬
る
墓
を
作
ら
せ
る
。
や
が
て
韓
朋
の
墓
へ
と
や
っ
て

来
た
貞
夫
は
、
上
記
の
言
葉
（
傍
線
部
）
を
百
官
達
に
言
い
放
ち
、
墓
穴
の
奥
へ
と
身
を
投
じ
る
の
で
あ
る
。

　『
捜
神
記
』
の
記
述
と
一
致
す
る
の
は
、「
妻
」
が
夫
に
暗
号
文
を
送
っ
て
自
害
の
意
志
を
示
す
場
面
、
墓
穴
に
身
を
投
じ
て
も
側
近
の

者
に
捉
え
ら
れ
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
衣
服
に
細
工
を
し
て
お
く
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
韓
朋
伝
説
の
拡
が
り
の
過
程
に

お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
場
面
は
抜
け
落
ち
る
か
、
変
容
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
次
に
、
唐
・
于
立
政
『
類
林
』（
佚
書
。
西
夏
文
の
残
巻
の
み
存
す
）「
貞
潔
篇
」
を
挙
げ
る
。

韓
朋
妻
美
、
宋
康
王
奪
之
、
而
遣
韓
朋
築
青
陵
台
、
並
欲
以
其
妻
為
夫
人
。
韓
朋
妻
曰
、「
南
山
有
鳥
、
北
山
張
羅
、
鳥
自
髙
飛
、

網
謂
為
何
。」
又
曰
、「
狐
狸
双
居
、
不
楽
龍
王
、
魚
鼈
水
居
、
不
楽
髙
堂
、
鷦
鷯
棲
巣
、
不
楽
鳳
凰
、
婦
弱
賎
醜
、
不
楽
宋
王
。」

尋
即
自
殺
。
韓
朋
聞
後
亦
自
殺
。
宋
王
嗔
怒
、
令
人
葬
屍
於
道
辺
。
而
後
各
於
墓
上
生
出
樹
木
、
枝
節
相
連
、
宋
人
謂
之
相
思
樹
。『
捜
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神
記
』
載
此
事
、
是
周
宋
時
人
。

　
こ
こ
で
は
、
韓
朋
が
賦
役
に
当
た
っ
た
と
い
う
「
青
陵
台
」
と
い
う
場
所
が
明
示
さ
れ
、「
韓
朋
妻
」
に
よ
る
「
南
山
有
鳥
、
北
山
張
羅
、

鳥
自
髙
飛
、
網
謂
為
何
」
と
い
う
も
う
一
首
の
歌
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、「
韓
朋
賦
」
で
は
、
宋
国
に
仕
え
た
ま
ま
帰
ら
ぬ
韓

朋
を
想
い
綴
っ
た
と
い
う
、
例
の
貞
夫
の
手
紙
の
中
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
文
の
末
尾
に
「
捜
神
記
載
此
事
」
と
あ
る
が
、

「
青
陵
台
」
の
語
も
貞
夫
の
二
首
の
歌
も
、
現
行
の
『
捜
神
記
』
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
同
じ
Ｃ
系
統
に
分
類
で
き
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、

南
宋
の
楊
斉
賢
が
著
し
た
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』（
四
部
叢
刊
本
、
巻
四
「
白
頭
吟
」
注
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
死
ん
だ
韓
朋
夫
妻

が
蝶
に
転
生
し
た
と
あ
る
以
外
は
、
こ
の
『
類
林
』
と
よ
く
似
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

　
宋
王
を
拒
絶
し
、
夫
へ
の
貞
節
の
志
を
示
し
た
と
い
う
貞
夫
の
二
首
の
歌
は
、
や
が
て
「
青
陵
台
歌
」「
烏
鵲
歌
」
と
称
さ
れ
、
韓
朋

説
話
を
踏
ま
え
た
古
歌
辞
と
し
て
、
明
代
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
歌
謡
集
や
地
理
志
に
採
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
Ｃ
系
統
の
テ
ク
ス
ト

は
、
こ
の
二
首
の
歌
と
併
せ
、「
青
陵
台
」
に
ま
つ
わ
る
韓
朋
説
話
と
し
て
定
型
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、「
韓
朋
賦
」
系

の
文
字
あ
る
い
は
口
承
テ
ク
ス
ト
か
ら
派
生
し
、
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
確
立
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
室
町
時
代
、
玄
棟
沙
弥
が
撰
ん
だ
と
い
う
説
話
集
『
三
国
伝
記
』「
宋
韓
憑
妻
事
」「
相
思
木
事
」
の
記
事
は
、
こ
の
Ｃ
系
統
の
テ
ク
ス

ト
を
ほ
ぼ
直
訳
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
、
貞
夫
（
『
三
国
伝
記
』
で
は
「
女
」
に
作
る
）
の
歌
の
部
分
を
挙
げ
る
。

康
王
怒
テ
曰
ク
、
女
御
更
衣
ニ
成
ル
事
ハ
皆
女
児
ノ
望
ム
処
也
。
汝
何
愚
乎
。
時
ニ
、
女
ノ
曰
、「
狐
貉
双
ベ
ル
有
リ
。
神
龍
タ
ラ

ン
事
ヲ
バ
不
冀
。
亀
鼈
水
ニ
居
シ
テ
高
台
ヲ
不
冀
。
烏
鵲
ノ
巣
鳳
凰
ヲ
不
冀
。
庶
人
ノ
妻
宋
王
ヲ
不
冀

）
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。」

　
撰
者
が
、『
注
千
字
文
』
あ
る
い
は
『
類
林
』
な
ど
の
類
書
系
の
書
物
か
ら
引
用
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
梁
の
時
代
に

制
作
さ
れ
た
と
い
う
『
千
字
文
』
は
、
七
世
紀
に
は
広
く
普
及
し
、
普
及
の
過
程
で
多
く
の
注
釈
書
が
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
殆
ど
は
散

逸
し
た
と
い
う
。
北
魏
か
ら
北
周
の
末
に
生
存
し
た
李
暹
の
注
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
小
川
環
樹
の
解
説
（
『
千
字
文
』
岩
波
文
庫
　

一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
敦
煌
本
『
法
千
字
文
』
も
ま
た
、
日
本
に
辛
う
じ
て
残
存
す
る
李
暹
の
注
と
同
じ
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
通
行
し
た
と
い
う
『
纂さ

ん

ど土
附
音
増
広
古
注
千
字
文
』（
「
通
行
本
」
）
お
よ
び
、
弘
安
年
間
に
書
写
さ



九

敦
煌
本
「
韓
朋
賦
」
と
「
語
り
」
の
時
空

れ
た
国
内
最
古
の
『
李
暹
注
千
字
文
』（
「
上
野
本
」
）
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
故
事
は
引
か
れ
て
い
な
い
。
小
川
に
よ
れ
ば
、
国
内
に

残
存
す
る
李
暹
注
の
系
統
は
、
二
種
に
大
別
さ
れ
、
引
か
れ
て
い
る
故
事
も
異
な
る
と
い
う
。
恐
ら
く
こ
の
敦
煌
本
『
注
千
字
文
』
は
、

こ
れ
ら
の
注
釈
類
と
は
異
な
る
姿
を
留
め
た
も
の
だ
ろ
う
。

『
類
林
』
も
ま
た
、
漢
語
で
の
テ
ク
ス
ト
は
既
に
滅
ん
で
お
り
、
上
記
の
「
貞
潔
篇
」
の
資
料
は
、
西
夏
語
で
記
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の

残
巻
を
手
掛
か
り
に
、
漢
語
の
本
文
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る

）
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（

。
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
そ
の
書
名
を
記

す
も
の
の
、『
類
林
』
そ
の
も
の
は
滅
び
、『
類
林
』
系
の
類
書
の
残
巻
が
僅
か
に
残
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
玄
棟
沙
弥
が
依
拠
し

た
資
料
が
何
で
あ
る
か
は
、
現
時
点
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

四
、「
韓
朋
賦
」
と
「
語
り
」
の
系
統

（
一
）　『
無
名
詩
集
』

　
容
肇
祖
、
裘
賜
圭
は
い
ず
れ
も
、
干
宝
が
民
間
に
取
材
し
た
韓
朋
説
話
と
「
韓
朋
賦
」
と
の
間
に
、
も
と
も
と
大
き
な
違
い
は
無
か
っ

た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（
注
５
・
注
６
所
掲
論
文
）。
先
に
見
た
Ａ
『
捜
神
記
』
系
、
Ｂ
「
韓
朋
賦
」
系
、
Ｃ
「
烏
鵲
歌
」
系
の
三

つ
の
系
統
の
う
ち
、
Ｂ
の
「
韓
朋
賦
」
系
が
韓
朋
説
話
の
母
型
に
最
も
近
く
、
Ｃ
は
Ｂ
か
ら
派
生
し
た
も
の
、
Ａ
は
Ｂ
（
も
し
く
は
そ
の

説
話
母
体
）
を
を
簡
略
化
し
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
系
統
も
、
日
本
へ
の
伝
来
が
確
認
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
の
章
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
更
に
本
稿
で
は
、
Ｂ
の
「
韓
朋
賦
」
系
テ
ク
ス
ト
が
、
広
く
民
間
に
行
わ
れ
た
通
俗
的
な
「
語
り
」
の
背
景
を
よ
り
反
映
し
た
系
統
で

あ
る
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
系
統
と
し
て
、『
北
戸
録
』
崔
亀
図
注
に
引
く
『
無
名
詩
集
』
が
あ
る
。『
北
戸
録
』
と
は
、
唐
の
懿
宗
の
頃
に
嶺
南
地
方
に
赴
任

し
た
文
人
・
段
公
路
の
見
聞
録
で
あ
り
、
崔
亀
図
も
ま
た
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
。
そ
の
「
相
思
蔓
」
条
下
の
注
に
言
う
。

『
聘
北
道
裏
記
』
引
許
有
韓
憑
冢
。
宋
王
史
也
。『
四
部
目
録
』
有
『
韓
憑
書
』。
敍
事
委
悉
而
辞
義
鄙
浅
、
不
復
具
記
。『
無
名
詩
集
』
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又
云
、「
昔
有
賢
士
、
姓
韓
名
朋
。
故
娶
賢
良
妻
。
成
公
索
之
、
女
名
曰
貞
夫
。
具
賢
具
聖
、
云
云
。（
以
下
略
）
」

　
韓
朋
説
話
を
伝
え
て
い
る
と
思
し
き
書
名
が
い
く
つ
か
見
え
る
が
、「
韓
朋
賦
」
同
様
、
い
ず
れ
も
図
書
目
録
に
記
さ
れ
な
い
ま
ま
佚

書
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
韓
憑
書
』
が
「
敍
事
委
悉
而
辞
義
鄙
浅
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、『
無
名
詩
集
』
と
い
う
平
易
な
名
称
は
、

そ
れ
を
享
受
す
る
層
が
幅
広
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
『
無
名
詩
集
』
の
文
体
・
内
容
に
は
、
敦
煌

本
「
韓
朋
賦
」
と
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
（
傍
線
部
分
）。
い
ま
、
そ
の
「
韓
朋
賦
」
の
冒
頭
部
分
を
挙
げ
る
。

昔
有
賢
士
、
姓
韓
名
朋
。
少
小
孤
単
、
遂
失
〔
其
〕
父
。
独
養
老
母
、
謹
身
行
孝
。
用
身
為
主
、
意
〔
欲
〕
遠
仕
。
憶
母
独
注
（
住
）、

〔
故
娶
〕
賢
妻
。
成
功
索
女
、
始
年
十
七
、
名
曰
貞
夫
。
已
賢
至
聖
、
明
顯
蕝
華
、
形
容
窈
窕
、
天
下
更
無
。

こ
れ
ら
が
同
系
統
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
た
だ
崔
亀
図
は
、
上
記
の
冒
頭
部
分
、
お
よ
び
結
末
部
分
（
後
述
）

の
み
に
そ
の
引
用
を
止
め
て
い
る
為
、『
無
名
詩
集
』
全
体
の
姿
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
二
）　
化
粧
坂
の
遊
女
の
語
り

　
次
に
、
同
じ
Ｂ
系
統
と
し
て
、「
韓
朋
賦
」
の
日
本
的
受
容
で
あ
る
〈
仮
名
本
〉
を
取
り
上
げ
る
。
そ
も
そ
も
『
曽
我
物
語
』
は
、
ま

ず
曽
我
兄
弟
に
つ
い
て
の
民
間
伝
承
が
土
台
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
は
瞽
女
の
よ
う
な
職
能
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
〈
仮
名
本
〉
に
お
い
て
、
化
粧
坂
の
遊
女
・
虎
が
「
貞
女
両
夫
に
ま
み
え
ず
」
と
い
う
言
葉
を
挙
げ
、
そ
の
言
葉
の
由
来
と
し
て
、

こ
の
「
韓
朋
賦
」
の
物
語
を
引
い
て
語
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
〈
仮
名
本
〉
に
の
み
あ
り
「
真
名
本
」
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
〈
仮

名
本
〉
に
は
異
本
が
多
く
、
か
つ
「
真
名
本
」
よ
り
も
広
く
読
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
と
内
容
が
酷
似
し
、
ま
た
成
立
年
代
も
同
時

期
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
物
語
に
、『
女
訓
抄
』
巻
二
「
て
い
女
を
し
の
つ
る
き
羽
の
事
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
漢
籍
や
日
本
の
説
話
か
ら
、

女
性
の
戒
め
と
な
る
よ
う
な
話
を
並
べ
た
教
訓
書
で
あ
り
、
榊
原
千
鶴
の
考
察

）
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に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
、
女
性
が
嫁
入
り
な
ど
の

際
に
持
参
す
る
教
育
書
の
類
で
あ
っ
た
と
い
う
。
教
育
・
訓
戒
の
書
と
い
う
意
味
で
は
、
貞
潔
の
好
例
と
し
て
「
貞
夫
」
が
引
か
れ
て
い

る
『
注
千
字
文
』・『
類
林
』
と
、
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
貞
女
の
物
語
は
、
江
戸
時
代
の
仮
名
草
子
『
三
国
物
語
』

へ
と
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。



一
一

敦
煌
本
「
韓
朋
賦
」
と
「
語
り
」
の
時
空

　
さ
て
、〈
仮
名
本
〉
は
、「
韓
朋
賦
」
か
ら
、
そ
の
最
小
限
の
骨
格
だ
け
を
残
し
、
大
和
言
葉
に
改
め
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭

部
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

大
国
に
、
し
そ
う
と
い
ふ
王
有
。
か
ん
は
く
と
い
ふ
臣
下
を
め
し
つ
か
ひ
、
あ
る
時
、
か
ん
は
く
、
む
す
び
た
る
文ふ

み

を
落
と
し
た
り
。

王わ
う

御
覧ら

ん

じ
て
、「
如
何
な
る
文
ぞ
」
と
、
御
た
づ
ね
あ
り
け
れ
ば
、「
は

（
わ
）

れ
、
宮
仕
暇
無
く
て
、
日
数
を
を

（
お
）

く
り
、
家
に
か
へ
ら
ず
候
ふ
。

こ
ゝ
ろ
も
と
な
し
と
て
、
妻さ

い

の
も
と
よ
り
く
れ
た
る
文
」
と
申
す

）
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。

　
こ
こ
で
は
、
韓
朋
・
宋
王
が
そ
れ
ぞ
れ
「
か
ん
は
く
」・「
し
そ
う
」
と
な
っ
て
い
る
。
妻
が
「
こ
ゝ
ろ
も
と
な
し
」
と
し
て
手
紙
を
書

い
た
と
い
う
、「
か
ん
は
く
」
の
「
し
そ
う
」
に
対
す
る
弁
明
部
分
は
、「
韓
朋
賦
」
に
お
い
て
、
貞
夫
が
韓
明
に
宛
て
て
、
孤
独
な
心
情

を
縷
縷
と
手
紙
に
綴
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
、〈
仮
名
本
〉
に
お
い
て
は
、
そ
の
手
紙
（
歌
）
本
体
や
、
漢
語

の
特
性
を
生
か
し
た
謎
か
け
や
謎
解
き
の
部
分
な
ど
が
一
切
失
わ
れ
て
い
る
。
Ｂ
系
統
の
『
三
国
物
語
』
や
『
搨
鴫
暁
筆
』
が
貞
夫
の
歌

の
部
分
を
直
訳
し
て
「
狐
貉
双
ベ
ル
有
リ
」
と
し
て
い
る
点
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
〈
仮
名
本
〉
が
「
語
り
」
の
系
統
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
坂
部
が
提
示
し
た
物
語
論
の
方
法
か
ら
こ
の
作
品

を
見
て
い
き
た
い
。
物
語
論
で
は
、
言
語
の
時
制
、
特
に
過
去
形
に
か
か
わ
る
時
制
を
問
題
と
す
る
。
語
ら
れ
る
世
界
は
全
て
、
過
去
か

ら
や
っ
て
来
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
虎
の
語
り
に
当
て
は
め
る
と
、「
非
体
験
的
過
去
」「
間
接
過
去
」
を
表
す
助
動
詞
「
け
り
」

の
使
用
と
、
会
話
部
分
と
の
対
比
に
よ
っ
て
ま
さ
に
そ
れ
が
「
語
り
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

か
ん
は
く
、
や
す
か
ら
ず
に
お
も
ひ
け
れ
ど
も
、
か
な
は
ず
。
女
も
、
王わ

う
く
う宮

の
す
ま
ひ
、
も
の
う
く
て
、
た
ゞ
男
の
事
の
み
、
思
ひ

な
げ
き
け
れ
ば
、
王
、
お
ど
ろ
き
お
ぼ
し
め
す
。
時
の
関

く
わ
ん
ぱ
く
白
り
や
う
は
く
と
言
ふ
者
を
め
し
、「
此
の
事
い
か
ゞ
せ
ん
」
と
と
ひ
た

ま
ふ
。「
さ
ら
ば
、
か
れ
が
男
の
か
ん
は
く
を
、
か
た
わ

（
は
）

に
な
し
て
み
せ
た
ま
へ
。
お
も
ひ
は
さ
め
ぬ
べ
し
。」
と
申

ま
う
し

た
り
け
れ
ば
、「
し

か
る
べ
し
」
と
て
、
耳
鼻
を
そ
ぎ
、
口
を
さ
き
て
見
せ
た
ま
ふ
。

　
会
話
を
中
心
に
し
た
場
面
で
は
、
語
り
手
・
虎
の
主
体
が
背
景
に
退
き
、
代
わ
り
に
登
場
人
物
た
ち
の
姿
が
前
景
に
浮
か
び
上
が
る
。

助
動
詞
「
け
り
」
の
使
用
は
、
語
り
手
が
、
自
ら
の
生
き
る
現
実
の
世
界
と
、
語
ら
れ
る
世
界
と
の
二
つ
の
次
元
を
往
来
し
て
い
る
こ
と
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を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
結
局
、
虎
の
語
り
を
語
る
瞽
女
な
ど
の
語
り
手
が
、
自
ら
の
生
き
る
現
実
世
界
と
、
物
語
世
界
と
の
二
つ
の
次

元
を
往
来
し
て
い
る
こ
と
と
構
造
的
に
重
な
る
。

　
一
方
で
、
時
制
や
相
（
ア
ス
ペ
ク
ト
）
の
無
い
古
漢
語
に
お
い
て
は
、「
語
り
」
が
過
去
の
出
来
事
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
、

何
に
よ
っ
て
示
す
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
韓
朋
賦
」
の
冒
頭
に
「
昔
有
賢
士
、
姓
韓
名
朋
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
昔
」
と
い
う
言
葉
の

使
用
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。「
昔
」
と
は
、
現
実
世
界
に
昔
語
り
を
導
入
す
る
時
の
一
つ
の
定
型
句
で
あ
り
、「
語
り
」

と
い
う
言
語
行
為
を
そ
れ
と
し
て
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
坂
部
に
よ
れ
ば
、「
語
り
」
が
関
わ
る
過
去
は
、
単
な
る
過
去
一
般
で
は

な
く
、
あ
る
「
独
特
の
様
相
を
帯
び
た
過
去
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
話
者
と
聴
者
と
の
間
の
暗
黙
の
了
解
と
し
て
示
す
記
号
が
「
昔
」「
む

か
し
む
か
し
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
と
い
う
（
坂
部
前
掲
書
五
七
―
六
八
頁
）。

　
そ
し
て
〈
仮
名
本
〉
と
同
系
統
の
『
女
訓
抄
』
も
ま
た
、
同
様
に
「
む
か
し
」
と
い
う
記
号
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、「
は

う
こ
く
」（
〈
仮
名
本
〉
で
は
「
大
国
」
）
の
話
と
し
て
、
具
体
性
に
欠
け
た
、
ど
こ
か
遠
い
異
国
の
場
所
の
話
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
為
、

こ
の
「
む
か
し
」
が
い
つ
の
「
む
か
し
」
な
の
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
こ
と
が
却
っ
て
、
語
ら
れ
る
世
界
が
、
日
常
世
界
と
は
異

な
る
「
独
特
の
時
間
と
存
在
の
次
元
」（
坂
部
前
掲
書
六
一
頁
）
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
一
層
際
立
た
せ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、「
韓
朋
賦
」
を
含
め
た
中
国
で
の
韓
朋
説
話
は
、「
韓
憑
墓
」「
青
陵
台
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
「
場
所
」
と
密
接
に

結
び
つ
い
た
記
憶
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
中
国
に
お
い
て
は
、
過
去
の
時
制
を
用
い
る
代
わ
り
に
、
場
所
に
繋
が
る
遠
い

記
憶
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
過
去
の
出
来
事
を
語
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　「
語
り
」
を
時
制
の
問
題
か
ら
分
析
す
る
物
語
論
の
方
法
が
、
古
漢
語
に
ど
こ
ま
で
適
用
で
き
る
か
は
、
今
後
更
に
分
析
を
加
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
物
語
の
時
間
と
い
う
の
は
、
リ
ク
ー
ル
の
考
察
（
『
時
間
と
物
語
』
久
米
博
訳
　
新
曜
社
　
一
九
八
八
年
）
の

よ
う
に
、「
語
る
」
と
い
う
営
み
の
中
で
再
び
生
き
直
さ
れ
た
時
間
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
出
来
事
で
あ
る
物
語
世
界
を
、「
い

ま
」
の
時
点
の
出
来
事
と
し
て
語
る
の
が
、
漢
語
で
の
「
語
り
」
の
一
つ
の
特
徴
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
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（
三
）　
生
き
方
の
指
針
と
し
て
の
「
語
り
」

　 

坂
部
は
、「
語
り
」
に
つ
い
て
、
日
常
の
世
界
を
超
出
し
た
「
記
憶
と
想
像
力
の
世
界
」
と
し
、
そ
こ
で
は
全
て
の
形
象
が
「
な
に
ほ

ど
か
の
神
話
的
色
合
」
を
帯
び
て
い
る
と
述
べ
る
（
坂
部
前
掲
書
五
九
頁
）。
こ
の
「
神
話
的
」
と
い
う
形
容
は
、「
語
り
」
が
、
そ
れ
を

共
有
す
る
人
々
の
古
層
の
意
識
に
か
か
わ
る
よ
う
な
、「
独
特
の
位
相
の
過
去
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ

の
古
層
の
意
識
の
表
れ
と
し
て
、
特
に
古
い
共
同
体
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
が
、
何
ら
か
の
超
越
的
な
存
在
（
亡
魂
・
神
仏
な
ど
）

に
つ
い
て
の
「
語
り
」
で
あ
り
、
そ
の
「
語
り
」
が
、
市
井
の
人
々
に
対
し
、
自
身
の
日
常
世
界
を
ど
う
生
き
る
か
と
い
う
指
針
を
与
え

る
も
の
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　「
韓
朋
賦
」
の
末
尾
で
は
、
韓
朋
夫
婦
が
鴛
鴦
に
転
生
し
、
そ
の
抜
け
落
ち
た
羽
が
刃
と
な
っ
て
宋
王
を
殺
し
た
と
い
い
、
最
後
に
因

果
応
報
の
教
訓
を
述
べ
、
物
語
を
締
め
く
く
る
。

変
成
双
鴛
鴦
、
挙
翅
高
飛
、
還
我
本
郷
。
唯
有
一
毛
羽
、
甚
好
端
正
。
宋
王
得
之
、〔
遂
〕
即
磨
芬
（
払
）
其
身
、
大
好
光
彩
、
唯

有
項
上
未
好
、
即
将
磨
払
項
上
、
其
頭
即
落
。
生
奪
庶
人
之
妻
、
枉
殺
賢
良
。
未
至
三
年
、
宋
国
滅
亡
。
梁
伯
父
子
、
配
在
辺
疆
。

行
善
獲
福
、
行
悪
得
殃
。

 

『
無
名
詩
集
』
で
は
、
鴛
鴦
の
羽
が
、
韓
朋
の
恨
み
を
晴
ら
す
刀
で
あ
る
と
い
う
「
空
中
」
の
「
言
」
で
締
め
く
く
る
。

鴛
鴦
同
心
異
体
、
頭
白
身
黄
、（
中
略
）
一
毛
落
地
（
中
略
）。
驟
往
献
于
宋
王
。
宋
王
将
払
其
□
□
□
□
□
□
【
欠
六
字
】、（
中
略
）

唯
有
項
上
少
許
無
光
、
将
毛
重
払
致
其
殺
傷
。
空
中
有
言
曰
、「
不
是
鴛
鴦
舞
媚
毛
、
此
是
韓
朋
報
冤
刀
。」

　
鴛
鴦
の
羽
が
刀
と
な
り
宋
王
の
首
を
斬
る
と
い
う
記
述
は
、
現
存
の
漢
籍
で
は
こ
の
二
つ
の
資
料
に
し
か
見
え
な
い
。
一
方
、
日
本
の

資
料
で
は
、〈
仮
名
本
〉、『
女
訓
抄
』
は
勿
論
、
江
戸
前
期
の
連
歌
の
辞
書
『
匠
材
集
』
な
ど
の
資
料
に
も
、「
を
し
の
つ
る
き
羽
」
が
宋

王
の
首
を
切
り
落
と
し
た
と
記
し
て
お
り
、
鴛
鴦
の
報
復
伝
説
の
受
容
と
定
着
と
を
窺
わ
せ
る
。
韓
明
伝
説
の
伝
承
に
際
し
、
中
国
に
お

い
て
は
、「
相
思
樹
」
伝
説
に
ま
つ
わ
る
場
所
を
伝
え
る
こ
と
に
比
重
が
置
か
れ
、
日
本
に
お
い
て
は
「
つ
る
き
羽
」
に
よ
る
報
復
を
伝

え
る
こ
と
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
も
、
超
越
的
な
存
在
（
因
果
の
法
則
も
含
む
）
が
引
き
起
こ
し
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た
不
可
思
議
な
出
来
事
と
し
て
語
ら
れ
、
そ
れ
が
人
間
の
あ
る
べ
き
方
向
性
（
貞
潔
、
勧
善
懲
悪
な
ど
）
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い

う
大
き
な
共
通
点
が
あ
る
。「
語
り
」
が
、
た
と
え
想
像
の
上
で
も
、
別
様
に
生
き
直
す
可
能
性
を
人
に
開
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に

は
目
指
す
べ
き
理
想
が
提
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
韓
朋
賦
」
が
、『
注
千
字
文
』『
類
林
』『
女
訓
抄
』
で
婦
徳
を
語
る
も
の
と

し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
を
既
に
見
た
が
、
同
じ
理
想
を
広
く
語
る
上
で
、
聞
き
手
の
関
心
を
更
に
引
き
寄
せ
、
更
に
そ
の
語
り
に
説
得

力
を
与
え
る
よ
う
な
超
越
的
な
存
在
が
、
自
然
に
提
示
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。「
韓
朋
賦
」
は
、
こ
の
よ
う
な
「
語
り
」
の
世
界
を
背
景
に

し
て
生
ま
れ
た
、
極
め
て
通
俗
的
な
文
学
作
品
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　
中
国
で
あ
れ
、
日
本
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
体
の
古
い
記
憶
の
形
象
と
し
て
「
語
り
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
伝
承
の
過
程
で
、
ま
た

新
た
な
「
語
り
」
を
生
む
。
人
々
は
日
常
世
界
の
比
喩
的
な
投
影
で
あ
る
よ
う
な
登
場
人
物
た
ち
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
ま
た
超
越
的
な

存
在
の
も
と
に
、
自
ら
の
生
き
方
の
指
針
を
見
出
し
て
ゆ
く
。
こ
の
指
針
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
る
の
も
「
語
り
」
で
あ
る
。
典
型
的
な

悪
逆
非
道
の
人
間
が
天
の
報
い
を
受
け
て
滅
び
、
貞
潔
の
徳
を
貫
い
た
男
女
が
転
生
し
て
結
ば
れ
る
。「
因
果
応
報
」
や
「
貞
潔
」
の
よ

う
な
訓
え
が
、
社
会
や
人
の
生
に
対
す
る
解
釈
の
仕
方
を
定
め
、
日
常
の
生
活
や
行
動
の
場
に
お
い
て
、
そ
の
あ
る
べ
き
方
向
性
を
示
し

て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
「
語
り
」
と
い
う
も
の
の
特
質
を
、「
韓
朋
賦
」
を
通
じ
て
十
分
に
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
化
粧
坂
の
遊
女
は
、
遠
い
大
国
の
貞
女
の
物
語
を
引
き
合
い
に
出
し
、
さ
だ
か
―
「
貞‒

か
」「
定‒

か
」
な
ら
ざ
る
身
を
恥
じ

て
仏
門
に
身
を
投
じ
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

　
物
語
を
聴
き
、
そ
れ
を
ま
た
説
き
語
り
、
あ
る
べ
き
心
の
在
り
方
を
定
め
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
世
の
う
つ
ろ
い
の
中
に
絶
え
ず
放
擲
さ

れ
、
翻
弄
さ
れ
る
人
々
に
与
え
ら
れ
た
、
た
だ
一
つ
の
救
済
の
法
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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五

敦
煌
本
「
韓
朋
賦
」
と
「
語
り
」
の
時
空

【
注
】

（
１
）　「
韓
朋
賦
」の
鈔
本
は
五
点
あ
る
。
状
況
は
次
の
通
り
。
①
Ｓ
．二
五
六
三
　
首
尾
完（
書
き
止
ま
り
）、存
五
四
行
、首
題
・
尾
題「
韓
朋
賦
一
首
」  

②
Ｐ
．二
九
二
二
　
首
尾
全
、
存
八
六
行
、
首
題
「
□
賦
一
首
」、
尾
題
「
韓
朋
□
□
巻
」　
③
Ｓ
．
三
二
二
七 

首
全
尾
欠
、
存
三
五
行
、
首
題
「
韓

朋
賦
一
首
」
④
Ｐ
．
三
八
二
三
　
首
欠
尾
全
、
存
七
一
行
、
尾
題
「
韓
朋
賦
一
首
」　
⑤
Ｓ
．四
九
〇
一
・
三
九
〇
四
・
一
二
〇
九
一
（
三
点
は
同

一
抄
本
）
首
尾
欠
、
存
五
七
行
。

（
２
）　
程
毅
中
「
関
于
変
文
的
幾
点
探
索
」（『
文
学
遺
産
増
刊
』
第
五
輯
　
中
華
書
局
一
九
六
三
年
）
に
お
い
て
初
め
て
こ
の
概
念
が
提
示
さ
れ

た
（
伏
俊
璉
「
敦
煌
俗
賦
的
文
学
史
意
義
」『
敦
煌
文
学
文
献
叢
稿
』
中
華
書
局
二
〇
〇
四
年
）。

（
３
）　
早
川
光
三
郎
「
変
文
に
繋
が
る
日
本
所
伝
中
国
説
話
」（『
東
京
支
那
学
報
』
第
六
号 

一
九
六
〇
年
）・
渡
瀬
敦
子
「
仮
名
本
『
曽
我
物
語
』

巻
五
「
貞
女
が
事
」
の
典
拠
―
「
韓
朋
賦
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
　
第
五
六
号
　
二
〇
〇
八
年
）
に
、「
韓
朋
賦
」

の
日
本
文
学
に
お
け
る
受
容
と
展
開
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　『
か
た
り
』（
弘
文
堂
　
一
九
九
〇
年
）。
坂
部
は
、
ポ
ー
ル
・
リ
ク
ー
ル
、
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
を
始
め
と
す
る
物
語
論
の
先
駆
的
研
究
を
踏
ま
え
、

「
時
間
」「
記
憶
」
と
い
う
観
点
か
ら
、「
語
り
」
の
性
格
を
基
礎
づ
け
る
。
併
せ
て
、「
語
り
」
と
密
接
に
関
わ
る
「
時
制
」
の
問
題
に
つ
い
て
、

ハ
ラ
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
ン
リ
ヒ
（『
時
制
論
―
文
字
テ
ク
ス
ト
の
分
析
』
脇
坂
豊
他
訳
一
九
八
二
年
　
紀
伊
国
屋
書
店
　
原
著
初
版
　
一
九
六
四
年
）

や
藤
井
貞
和
（『
物
語
文
学
成
立
史
』
一
九
八
七
年
　
東
京
大
学
出
版
会
）
の
業
績
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

（
５
）　
容
肇
祖
「
敦
煌
本
『
韓
朋
賦
』
考
」（
周
紹
良
・
白
化
文
編
『
敦
煌
変
文
論
文
録
』
明
文
書
局 

一
九
三
五
年
）、
王
国
良
「
韓
憑
夫
婦
故
事

源
流
考
」（『
六
朝
志
怪
小
説
考
論
』
文
史
哲
出
版
社
　
一
九
八
八
年
）
に
詳
細
な
考
察
が
あ
る
。

（
６
）　
裘
錫
圭
「
漢
簡
中
所
見
韓
朋
故
事
的
新
資
料
」（『
復
旦
学
報
』
第
三
期
一
九
九
九
年
）

（
７
）　
王
牧
「
東
漢
貞
夫
画
像
鏡
鑑
賞
」（『
収
蔵
家
』
二
〇
〇
六
年
）、姜
生
「
韓
憑
故
事
考
」（『
安
徽
史
学
』
第
三
期
　
二
〇
一
五
年
）、森
下
昌
司
「
漢

代
の
説
話
画
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
』
第
一
九
四
集
　
二
〇
一
五
年
）

（
８
）　
呉
王
夫
差
の
娘
紫
玉
と
、
そ
の
恋
人
韓
重
と
の
悲
恋
を
伝
え
る
説
話
。
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
十
六
に
見
え
る
。
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（
９
）　
つ
か
ま
え
ら
れ
ぬ
よ
う
衣
を
破
れ
易
く
細
工
し
、自
害
を
遂
行
す
る
サ
ホ
ヒ
メ
（『
古
事
記
』「
垂
仁
天
皇
記
」）、梁
の
庾
信
の
詩
を
踏
ま
え
、

鴛
鴦
を
夫
婦
に
擬
し
て
詠
ん
だ
野
中
河
原
史
満
の
歌
（『
日
本
書
紀
』「
孝
徳
天
皇
記
」）
の
例
。

（
10
）　
陶
敏
・
陶
紅
雨
「『
北
戸
録
』
崔
亀
図
注
所
引
『
韓
朋
賦
』
残
文
考
論
」（「
文
史
」
第
四
期
　
二
〇
〇
五
年
）

（
11
）　『
三
国
伝
記
』
玄
棟
撰
　
池
上
洵
一
校
注
（
三
弥
井
書
店
　
一
九
七
六
―
一
九
八
二
年
）

（
12
）　
王
国
良
前
掲
論
文
に
引
く
陳
麗
卿
（「
韓
憑
故
事
研
究
」
文
化
大
学
修
士
論
文
　
一
九
八
七
年
）
の
漢
訳
を
用
い
た
。

（
13
）　
榊
原
千
鶴
『
女
訓
書
の
研
究
』（
二
〇
〇
〇
年
　
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究
Ｃ
〕
研
究
成
果
報
告
書
）

（
14
）　『
曽
我
物
語
』
市
古
貞
次
・
大
島
建
彦
校
注
（
日
本
古
典
文
学
大
系
八
八
　
岩
波
書
店
　
一
九
六
六
年
）

（
付
記
）　
本
稿
は
平
成
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
「
日
中
説
話
比
較
に
向
け
て
の
敦
煌
文
献
説
話
研
究
」
課
題
番
号
：

二
六
三
七
〇
四
〇
四
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


